
WENくらしとエネルギーPＪメンバーによる

⾷事や体を動かすことで筋⾁などから⽣み出される熱も、
防寒の⾐服に隙間があると逃げてしまいます。逃げやすいの
は ⾐服の隙間のできやすい“３つの⾸”、⾸・⼿⾸・⾜⾸。
３つの⾸の隙間を塞ぐようにマフラー、⼿袋（指が出てい

るタイプは室内でも不便なく着⽤できます）、レッグウォー
マー等を巻けば、熱を⾐服の中、体の周りに閉じ込めるので
結果的に⾝体が温まります。
住まいで例えれば、⾼気密⾼断熱住宅、といったところで

しょう。
“３つの⾸”が効果的な理由は、他にもあります。動脈（⾎

流の多い⾎管）が⽪膚の直ぐ下を⾛っているので、この⼩物
に巻かれた温かな⾎液が指先や⽖先等の末端まで巡り、熱が
運ばれます。
3つの⾸だけでなく、意外と⼤きく露出しがちな“頭“を覆
う帽⼦を加えれば、さらに効果的。全⾝が温まります。古い
マフラーのリメイクでベレー帽を作ってみたところ、思いの
ほか⼼地よい暖かさでした。（ON＆NM）

電⼒消費量を電⼒購⼊会社のＷebページ等で
確認してみましょう

ご⾃宅の毎時、毎⽇、毎⽉の
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冬の省エネ “暖房編”
わたしの⼀推し

いち

■⾝体をかしこく温める■
⼩物⾐類を活⽤した温活は、省エネへの⼀番の近道。
“３つの⾸”と“頭”がポイント︕
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